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  Prehistrical human bone is used  for i4C  dating and  isotope palaeodietary analysis,  Fossil bone tends to be

suffered  from exogenous  contaminants  and  diagenetic alteration  during burial, especially  in tropical and  wet

areas,  and  the state  of  bone collagen  preservation differs with  each  bone sample,  Since bone sections  in an

individual have different internal structures,  such  as density, thickness, amount  of  spongins  and  compact

bone, diffbrent sections  could  have various  levels of  diagenesis, In this study,  we  investigated whether

collagen  extracted  from different sections  ofan  individual has variations  ofCfN  ratios, 6i3C and  6iSN values

fbr different sections  of  an  individual, and  whether  we  can  estimate  its palaeodietary by analyzing  one  bone

section  ofa  whole  individual.

   The samples  used  are  eleven  bone sections  (cranium, sphenoid,  tooth, rib, humerus, radius  or  ulna,  the

lower femur, the central  femur, tibia and  two  back-bones) in an  individual, nine  sections  in another,  and

seven  sections  in the other,  collected  from the YUigahama-minami  archealogical  site, Kamakura, Japan, The

surface  of  fbssil samples  were  shaved  and  ultrasonicated  repeatedly  in distilled water,  fo"owed  by HCI  and

NaOH  treatments; then  samples  were  lyophilized and  pulverized. The powdered  bone sample  was  treated

with  O.6M-HCI in a cellulose  tube in a  beaker over  20h at 4℃ . The  decalcified bone sample  was  treated by

O.6M-NaOH  fo11owed by 1,2M-HCI  and  O.6M-HCI. Gelatin was  extracted  from acid!alkali-insoluble  residue

by heating in distilled water  for 12h at  80-90℃ . Combusted gelatin was  refined  into N2 and  C02, These

gases were  used  fbr carbon  and  nitrogen  isotopic measurement  by using  an  isotope ratio  mass  spectrometer

(Finnigan, MAI'252), Gelatin was  wrapped  into a  Sn cup  and  measured  for C!N  ratios  by using  an  elemental

analyzer  (EuroVector, EuroEA3000), 1[b estimate  sample  preparatlon-induced variation,  seven  gelatins were

extracted  from a  bone section,  and  each  measured  for CIN  ratios, ai3C and  5iSN values.  The  deviations of

6i3C and6i5N  values  forseven gelatins are ± O.1%o and  ± O.2%o, respectively.

    Most  bone sections  have gelatin yield of  more  than  O.7 wt%,  and  carbon  yield of  the combusted  gelatin

between 42  and  46  wt%,  Bone  with  more  than O,7 wt9/6  gelatin is generally well  preserved, and  collagens

with  around  40 wt%  C are  intact. The  bone samples  in this study,  therefbre. are well  preserved and  regarded

as  suitable  fbr analysis.  The  CIN  ratios  of  gelatins varied  from 3,1 to 3.4 with  diffbrent sections  in an

individual, The  values  show  quality ofthe  gelatin extractions  because the good collagens  haye CfN  ratios

between 2,9 and  3.6, The  5i3C values  of  gelatins have variations  of  about  1%o, between -19.3 and  -18296o,

fbr different bone seetions  in an  individual. The  other  two  individuals have variations  between -19,3 and

-18,4%o, and  -18.3 and  -17.7%o. The  5i5N yalues  have variations  ofabout  1.5%o (12,6-14.0%o, 12.4-13,1%e

and  12.6--･14.1%o, respectively)  fbr different sections  of  each  individual. There is a  positive correlation

between 6i3C and  aiSN values.  The  back-bones tend to haye highest values,  and  the rib and  tooth have a  little

higher values  than the others.
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古人骨の 同一個体内における骨部位の 違い による CIN 比 、 δ
13C

値 、 δ
15N

値の 相違
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【は じめ に］

　化石骨 （獣骨 ・人骨 ともに）は放射性炭素年代測定による遺跡の 年代決定や生物進化の研究 に用 い ら

れ る。ま た、骨のた ん ぱく質成分は生前の 食性を残して お り、そ の 炭素 ・窒素安定同位体比か ら古代人

の 食性解析がな されて い る（Vogel　and 　Merwe ，1977；Lee−Thorp　et　al．
，
1989；Yoneda・et ・al．

，
2004 な ど）。

　しか し、骨は部位 によ っ て 厚 さ、密度 、 緻密質 ・海綿質の 量が違 うの で 、 部位によ っ て受けた続成作

用の 程度 が異な っ て くる と考え られる 。もし 骨の 部位によ っ て
14C

濃度や同位体比が大き く違え ば 、 年

代測定や食1生解析の 結果が変わ っ て しま う。 そ こ で 我々 は、古人骨の 同一個体 内の 異なる部位 11箇所［頭

蓋骨 ・蝶形骨 ・歯 ・肋骨 ・上腕骨 ・橈骨又 は尺 骨 ・大腿骨 ・大腿骨関節面 ・脛 骨 ・背骨 （頸椎と胸椎 と

腰椎）か ら二 箇所］に つ い て 、qN 比、δ
13C ・δ

15N
値に相違がない の かを調べ 、部位の 異なる骨試料同士

を比較 して 食性解析 を行 っ て 良い のか を検討 した 。

［実験方法】

邂

　試料 は鎌 倉 市 に 所 在 す る 由 比ガ 浜南 遺跡 （Fig．1）か ら出 土 し た 単体埋 葬 の 人 骨 3体 （YM121A ，

YM5654
，
YM5001 ）を使用 した 。

　まず、実験手法 によ る誤差 （外部誤差）を見積もるた めに、YM121A の 大腿骨か らおお よそ 2cm 四 方

（約 15g ）で 6 試料削 りだして 、同じ手法で 化学処理を行 っ た。

　3 体 に関して、同一個体内にお ける部位 11 箇所［頭蓋骨 ・蝶形骨 ・歯 ・肋骨 ・上腕骨 ・橈骨又 は尺骨 ・

大腿骨 ・大腿骨関節面 ・脛骨 ・背骨 （頸椎 と胸椎と腰椎か ら二 箇所）（Fig．2）1を削 りだ した。これ ら の 部

位は厚さ、緻密質 ・海面質の 量、密度な ど の 違い を考え採取した。個体差を考慮するた めに、3 体分 に

関 して 同じ部位を削 りだ したが、11 部位全て が入手で きたの は YM121A の み で あり、他 2 体 は欠 けて

い る部位がある （YM121A ：11点、　 YM5654 ：7 点、　 YM5001 ：9 点）。骨形態学か ら YM121A は凡そ 60歳以

上 の 女性 、 YM5654 は凡そ 60歳以上 の 女性 、
　 YM5001 は凡そ 40〜60 歳の 男性 と分析されて い る。（由比

ガ浜南遺跡発掘調査報告書）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  cranium

図 1．由比ガ浜南遺跡の 位置図

Fig．1．　Map 　indicating　location　of
Yuigahama −minami 　site 　and 　affiliated

sites　in　Kamakura，　Japan．
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　　　　 図 2．各部位の 名称
　　　　　　　　　　　　　　　   tibia

　　　　 Fig．2．　Name 　of 　each 　sections
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試料処理

　骨 を 15〜3．Omg 削 り取 り、歯科用 ドリルで 海面質部分を削 り、表面の 汚れ を取 る 。 表面に つ い て い る

カ ビや フ ミン酸 ・フ ルポ酸を除去する ため、蒸留水 に 浸して 超音波洗浄を 5 分 × 4〜5 回行う。 五 分ほ ど

0．6M 塩酸に浸け、0．6M の 水酸化ナ トリウム に 20 時間ほ ど浸す （途 中、数回溶液 を変える）。その後 中

性 に戻し、凍結乾燥する。乾燥 した骨をステ ン レス乳鉢で砕 き、重量を測定する 。 こ れ が使用 した骨の

重さ となる 。 こ こ で 、元素分析用 と保存用に 15mg・・500mg 分取する。粉状にした試料をセル ロ
ー

スチ ュ

ーブに入れ、ビ
ー

カ
ー

内で 0，6M 塩酸に 4℃ 以下の状況下で 20 時間以上浸 し、脱灰する。これによ り、

ヒ ドロキ シ ア パ タイ トや炭酸塩など の 無機成分や小さなた ん ぱく質が 除去 され 、分子の 大きな酸不溶性

たんぱ く質 の みが 残る 。 脱灰が 終了した ら残渣を取 り出 し、0．6M の 水酸化ナ トリウ ム に 2 時間ず つ 2

回浸す。続 けて、12M の 塩酸に 1時間、0．6M の 塩酸 に 1時間半ず つ 2 回浸 して 、 中性 に戻 した後、凍

結乾燥させ る 。 最後に試料 を 15ml の 蒸留水に浸 し 、 80〜gO℃ で 12 時間温め 、ゼ ラチ ン コ ラ
ーゲ ンを抽

出する。ゼラチ ン コ ラ
ーゲ ンが溶け込 んだ溶液 を凍結乾燥させ 、固体状態の ゼ ラチン コ ラーゲン を得る 。

噬

　　ゼ ラチ ン コ ラ
ーゲ ン は 1．5mg 、　 Sn 箔 に 包 ん で 、大学 院環境学研 究 科の 元素 分 析計（EuroVector，

EuroEA3000）で測定 した 。標準試料には Sulphanilamide（4−NH ，C6H “SO2NH ，）を用 い た。データの C！N 比は、

測定 した炭素と窒素の 重量％を比に とっ て、mol 比に したも の で ある 。

δ
13C °δ

15N
の測定

　ゼ ラチ ン コ ラ
ーゲ ン を 7mg 、　CO2 にするた め の CuO を 600mg 、　Cl を取 るため の 少量の Ag を 6φの バ

イ コ
ー

ル管に詰め 、N2 を作るための Cu を 500mg を人れた 9φの バイコ ール管 に入れ 、 850℃ で 6 時間

焼 きガス 化する 。

　　ガス化 した試料を真空ライ ン内で精製分離する。試料ガス を液体窒素で トラ ッ プし、 トラ ッ プされ

なか っ た N2 を モ レキ ュ ラ
ー

シ
ーブス で 回収す る。液体窒素を外 し、−80℃ に冷や したエ タノ

ールと液体

窒素で H20 を取 り除い て 、−120QCの ペ ン タン と液体窒 素で SO2 を除去し、　 CO2 の みを 6φの パ イレ ッ ク

ス 管に封入する 。

　精製分離 して 6φの パ イレ ッ ク ス管 に封入 した CO2 ・N2 を、年代測定総合研究セ ンタ
ー

の気体用質量

分析計（Finnigan，　MAr252 ）で 測定 した。　 CO2 の 標準試料には シ ュ ウ酸（NIST 　SRM −4990C）を用いた 。　 N2 の

標準試料には DL −Alanine（CH3CH （COOH ）NH2 ）を用 い た 。

　δ
13C

、δ
15N

は以下の 式で 計算 した。δ
13C

は PDB で規格化 し、δ
15N

は air で 規格化 して い る。

［結果】

　Table　1 に GC 収率 （骨か ら抽出 したゼラチ ン の含有率 ：ゼ ラチ ン量1骨量）、　 C 収率 （ゼ ラチ ン 中の 炭

素の 含有率）、ゼ ラチ ン の C〆N 比、ゼ ラチ ン の δ
13C

値 ・δ
15N

値を示 す。

　試料の GC 収率 （含有率 ：ゼ ラチ ン コ ラ
ーゲン量！骨量）は 0。6〜10％ と様々だ っ た。　 GC 収率が 0．7％

未満の保存の 悪い 試料 は、同じ地層か ら発掘 され た木片の
14c

年代よ りも数千年若い 年代値 を示すの で 、

コ ラ
ーゲ ン含有量 の 少な い 試料は不適で あ る と い う報告がなされて い る （中村　ほか

，
1991）。 今回の
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sample Bone  sectionGelatin
 yield

  (Wt%)Carbon
 yield

  (wt%)
   Cpt

(atomic ratio)s13cpDB(%o)6i5Nair(%e)

YM121A.1
YM121A-2d
YM121A-3

YM121A-4
YM121A-5
YM121A-6
YM121A-7
YM121A-8
YM121A-9

YM121A-10
YM121A-11

average

shenoidthird
 molar

ribIewer

 part of femur
humerus
radius  or  ulna

central  part of  femur

tibiaupper

 part of  spine

1ower part of  spine

cranlum

1.84.61.20.9O.7O.6O.8O.71.4051.01.344.145.544.043.843243.744.143.342.742.943.443.73.33.23.33.33.33.43,33.43.33.13,33.3-19.0-19,3-18.7-192-19.1-19.0-18.9L18.8-18.3-182-19.0-18.913.113.412.8

12.613.013.013214.013.612.913.2

YM5654-1
YM5654-2d

YM5654-3

YM5654-4

YM5654-7
YM5654-9
YM5654-IO

average

shenoidcentral

 incisor

riblower

 part of  femur

central  part of  femur

ccntral  part of  spine

lower part of  spine

 2.0

 2.3
 7,111.010.67.05.66,5

43.643.743.644.743.745.e45.14423232323.23.232323,2

-18.9-18,4-18.4-19.0-18.9-18.712.412.813.113.012.912.8

YM5001-2d

YM5001-3

YM5001.4

YM5001-5

YM5001-6

YM5001-7
YM5001-8
YM5001-9
YM5001-10

average

canine  tooth
riblower

 part of  femur

humerus

radius  or  ulna

central  part of  femur

tibiacentral

 part of  spine

lower part of  spine

S.76,15,54.78.86.36.14.77.86.246,743.843.943344.244.443.843.543.744.1323.23.23.23.23.23,23.2323.2-18.3-18.3-18.5-18.6-18.6-18.7-18.5-17.8-17.7-18,313.613.512.713.112.712,812.613.914.113.2

YM121A7-1
YM121A7-2

YM121A7-3

YM121A7-4

YM121A7-5

YM121A7-6

average

central  part of  femur

central  part of  femur

central  part of  femur

central  part of  femur

central  part of  femur

central  part of  femur

252.02.91.82.5222345,145.545.445.745.745.345.53,33.33.23.33.33.33.3-19.1-19.1-19.3-19.0.192-19.0-19.112.712.412.712.712.813,O12.7

X1. Na)lii79=)ffi]eiut, liiPf)fa)Ek$fi]E*, til7iF)fpPo clN bL, ai3citia:aiSN fti.

Table. 1, Gelatin and  carbon  yields, CfN  atomic  ratios and  bi3C and  6i5N values  of  extracted  gelatins.
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実験で GC 収率が 0．7％ に満たなか っ た の は、2 点 （YM121A −6
，
　YM121A −10）で ある 。 実験初期 に扱 っ た

試料（YM121A ）は不慣れ さか ら粉状 に した試料をセル ロー
ス チ ュ

ーブに入れ る 際に損失する こ とが多く、

収率がやや低 くな っ た 。 特 に YM121A −6 は、損失 した量が多か っ た の で GC 収率が O．7％以下にな っ た

と考 え られ る 。 実験に慣れ て くる と、65 ％程度の GC 収 率が得 られ る ように な っ た （試料 YM5654
，

YM5001 に つ い て ）。ま た 、海面質の 中に 埋 も れ て い た砂が 超 音波洗浄で は取 りきれず、骨を粉上 に砕 い

た時 に混入 し、骨 の重 さ とし て 共 に測 定して しま い 、それが YM121A −10 の GC 収率が 低 くな っ た原 因

と考え られ る。

　ゼ ラチ ンに含まれる炭素含有率は全て の試料が 40％以上 とな っ た 。 また CIN 比は全て の試料が 2．9〜

3．6 の 範囲に収ま っ た 。 こ れ は現生の 動物骨の コ ラ
ーゲ ンが示す値で 、こ の範囲を外れ る骨は保存状態

がよ くない と報告 されて い る（DeNiro，　1985）。 以一ヒよ り、 今回抽出したゼ ラチ ンは全て 、炭素窒素安定同

位体 比の 測定に適 した試料だと判断で きる。

δ
13C

　・δ
15N

値の外部誤差の 評価

　今回の実験で は 、 ガス 化 した試料を精製して窒素を回収す る 際 回収時間が短か っ た ため に重い 窒素

同位体を十分に回 収で きず同位体分別を起 こ して 、軽い 値の 測定結果が 出て しま っ た。しか し、回収時

間は一定時間で 区切 っ て お り、DL −Alanine 標準試料で
一律 に 1．67M 軽くな っ たの で 、試料 の デ

ー
タは

1．67脇 で 補正 した値 を示 した。

　Fig　3 に同
一

個体 内の 同
一

部位よ り削 りだ し、同じ手法で処理 を行 っ た 6 点の 測定結果 を示す。各試料

に つ い て い る エ ラ
ーバ ーは機械 に伴う内部誤差で あ り、炭素 ・窒 素同位体比 と もに 1σ で ± 0．1％、で ある 。

点線 は 6点の 平均値で 、δ
13C

値で 一19．1％。 、δ
15N

値で 12．8％。 とな っ て い る 。 横軸の 帯は これ ら 6点か ら求

め た実験手法に伴 う誤差、すなわ ち外部誤差で ある 。 δ
1コC 値は 1 σ で ± 0．IY． 、δ

15N
値は 1σ で ±0．2％。 と

な っ て い る。よっ て外部誤差が内部誤差以上 にな っ た の で 、今後この 外部誤差 を試料に伴 う誤差 として

エ ラーバーをつ けて い く 。
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図 3．同
一個体内の 同一部位における δ

i3C
値と δ

15N
値の ばらつ き。各デー

タの エ ラ
ーバーは内部

誤差を示 して い る 。 点線 と灰 色の 帯は、この 6 点よ り求めた平均値 と外部誤差で あ る 。

Fig．3．　Variations　of δ
13C

　and δ
15N

　values 　of 　the　same 　sections　in　an　individual．　Solid

diamonds　show 　isotopic　data　of　gelatin　and 　have　error 　bar　with 　internal　error ．　The　dotted

line　shows 　the　average 　value 　and 　the　gray　area 　means 　the　external　error 　which 　is　estimated

with 　the　six 　samples 　of　same 　section　in　an 　individual．
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同一個体内の 異なる部位 11 箇所の δ
13C ・δ

15N
値の結果

＜ YM121A ＞ （Fig．　4）

　頭蓋骨 ・上腕骨 ・橈骨又 は尺骨 ・大腿骨 ・大腿骨関節面 ・脛骨はまとま っ て お り、低い δ
13C ・δ

15N
値

を示 し、こ れが本来の 値だ と考え られる。肋骨はδ
i3C

値がや や 高くな っ てお り、 大三大 臼歯 はδ
15N

値が

やや高 くな っ て い る 。背骨は顕著にδ
13C ・δ

15N
値が共に 高 くな っ て お り、本来の 値 と考え られる腕や足

の 骨 と比べ る と、δ
13C

値が一19，3　一　−182 °
／． で 1．1°f． 、δ

15N
値が 12．6　・一　14．O °

／． で約 L4 ％ 重 くな っ て い る 。

＜YM5654 ＞ （Fig．5）

　試料数が少ない の で本来の 値の検 討が つ かず 、傾向もは っ き りしな い 。 しか し、他 の 二 個体 に もられ

る背骨の δ
13C ・δ

15N
値の上昇はみ られ ない 。 ばらつ きはδ

13C
値が一19．3 〜−18．4°

／． で O．9°

／． の 差、δ
15N

値が

12，4〜13．1脇 で 0．7％。の差と、他の 二 個体に比 べ て小さい 、

＜ YM5001 ＞ （Fig．6）

　δ
13C ・δ

15N
値に 正 の 相関がみ られ る 。上 腕骨 ・橈 骨又 は尺 骨 ・大腿骨 ・大腿骨関節面 ・

脛 骨は低い δ
13C ・

δ
15N

値で ま とま っ て お り、こ れ が本来の 値 と考え られ る 。犬歯 ・肋骨はや や高い δ
13C ・

δ
15N

値 を示し、

背骨は顕著に 高い δ
13C ・δ

15N
値を も つ 。

　個体内での ぱらつ きは、δ
13C

値が一18．7 − 17．7脇 で 1．0脇 の 差、δ
i5N

値が 12．6 − 14．1％。で 1．5％，の 差が

生 じた 。

図 4−・6，炭素と窒 素の安定同位体比 と各部位の 凡例 。

Fig・4〜6・Carbon 　and 　nitrogen 　isotopic　ratios 　of 　extracted 　gelatin　for　diffcrent　bone　sections 　in

an 　individual　and 　svmbol 　kev　in　Figs．4〜6．
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［考察工

　YM121A と YM5001 の δ
13c ・δ

15N
値を Fig，7 に示す。　 YM5654 は部位数が 少な く、同

一
個体内で の ば

らっ きも小さい の で プ ロ ッ トか ら外 した。食物 を摂取 し、体内で組織とな る ま で に濃縮程度に差が あ り

同位体分別が起 こ り、コ ラーゲン ・
アパ タイ ト・脂質で 同位体比に差が生じる（Lee−Thorp　et　al．， 1989）。

そ の濃縮を考え、人骨の コ ラ
ー
ゲン の 値は炭素で ＋5．0％。、窒素で ＋3．4％。の濃縮 を補正 して プ ロ ッ トした

（Ambrose，　1993；米 田，2006）。

20

15

な 　10

邑
　 暑

蜜
に ＞

　 5

o

一5
　 r35 ．30 一25 　　　　 　　　 −20

　 δ
13C

，D。 （％・）

一15 一置0

ロ YM121A

ム YM5001

図 7．由比ガ浜南遺跡か ら出土 した人骨の 食 1生解析。四角 は YM121A を、三角は YM5001 を示 し

て い る 。 楕円は H本列島 と北太平洋で 採取 した代表食物 の 同位体 比を表 して い る （Yoneda　et　aL ，

2002）・

Fig．7．　Reconstruction　of δ
i3C

　and δ
15N

　in　protcin　intake　of　the　Yuigahama−minami 　population．　Square

shows 　YM121A 　and 　triangle　shows 　YM5001
，
　 regardless 　 of 　bone　sections ．　The　ovals 　are　showing 　the

typical　distribution　of 　the　native 　food　resources 　co 王lected　in　the　Japanese　archipelago 　and 　the　North　Pacific

（Yoneda　et　aL
，
2002）．

　 こ の 二 個体は 海産物 の 示すδ
13C ・δ

15N
値に近い 位置にプ ロ ッ トされる の で、海産物 を摂取 して い た傾

向がある こ とがわかる。また 、各代表食物間 の差が 10〜20°
／． と大き い の で 、δ

13C
値で 約 1°

／． 、δ
15N

値で

約 1．5％。程度の ばらつ きで は古代人が 何を食 べ て い たかの 大 まかな推測 に は影響 しない と い え る。

同一個体 内で の ば らつ きの原因と して 、以 下の三 つ が考え られる。  続成作用に伴同位体分別、  続

成作用によ っ て 損失す る各アミ ノ酸の 同位体 比の違 い 、  生前か らの部位 に よる違い （成長段階、病気、

な ど）

  続成作用 に伴 う同位体分別

　ゼ ラチ ンはタ ンパ ク質 の
一種で、ア ミノ酸が ペ プチ ド鎖 を構成 し、分子量 30 万 の 巨大分子 にな っ た
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もの で ある。ペ プチ ド鎖は酸で加水分解 され るが、そ の 際に、
t4N

の ペ プチ ド結合の 方が
15N

の ペ プチ

ド鎖よ りも切 れや す い と（Bada・et・al．
，
198g）で 報告 され て い る 。 そ の ため ．

15N
を掎…

っ たア ミ ノ酸が 巨大分

子 と して残 り、よ り続成作用 を受けたゼ ラチ ン の 同位体比が 重くな る と考 え られ る。

  続成作用によ っ て 損失する各ア ミノ酸の 同位 体比の 違い

　続成作用によ っ て 損失 しやすい アミ ノ酸はグリシ ン ・
アルギニ ン ・プロ リン ・ヒ ドロ キシ プロ リンだ

と報告されて お り（Wyckoff， 1972）、 また 、 グリシ ン ・プロ リン
・ヒ ドロキ シ プロ リン はゼ ラチ ン全体の

バ ル クよ りも軽い 同位体比を示す と い う研究もな されて い る（Corr・et・al．
，
2005）。　こ の こ とか ら、グリシ

ン ・プロ リ ン ・ヒ ドロ キシ プ ロ リン と い っ た軽 い 同位体比をもつ ア ミ ノ酸が優先的に 損失する ため、ゼ

ラチ ン全体の 同位体比が上昇する、と推測で きる。

　背骨の 安定 同位体比の測定結果は、炭素 ・窒素共に高 くな っ て い たの で 、以上 の ような続成作用 を受

けた と考 えられる。背骨の特徴と して、そ の構造の 大部分を スポンジ状の海綿質が 占め 、緻密質は非常

に薄 くな っ て い る 。 よ っ て 、 海綿質の 多い 部分 とりわけ背骨 を分析する際は注意が必要だと言える 。

  生前か らの部位によ る違 い （成長段階、病気、な ど）

　中世の 年齢別の 骨 を用 いた研究で 、幼児の 歯 と肋骨で はδ
13C

で L2 踰 、 δ
15N

で 3．2％』の 差があるが、大

人 の 歯と肋骨で はそ れ ほ ど大きな 差はな く、これ は母乳の影響によ る もの で あ り、大人 にな り代謝を重

ねる こ とで 、その 差が 小さ くな っ たと い う研究が なされて い る（Fuller・et・al．，2003）。今回 我々 が測定 した

試料は大入の 骨で あ り、歯と肋骨の 差は 05 ％、 程度だ っ た の で 、こ の報告に即 して い た。また病気の 影

響で 、部位に よ っ て 同位体 比が変わ る 可能性 も示唆 され る 。背骨の δ
13C ・δ

15N
値が 高 くな っ て い た

YM121A と YM5001 は共に変形性脊椎症が見 られて い たが、一一一・
方、背骨の値が高くな か っ た YM5654

にそ の 病変は報告され て いない 。 よ っ て 、成長段階や病気に伴 っ て 生前か ら部位に よ っ て 同位体 比に差

が生 じて いる こ と も考え られるが 、こ れ らを検証す るには現生の骨 を分析する必 要が あ る。

［まとめ】

　同
一
個体内の 部位の 違 い によ っ て 、二 個体と もδ

13C
値で約 1．ot／． 、δ

15N
で 約 L5a／． の ば らっ きが生 じた。

しか し、そ の 程度 の ば らつ き で は食性解析に は影響 しな い こ とが わか っ た 。

また、特 に背骨が背骨がやや高い 同位体比を示 す こ ともわか っ た。その ば らつ きの 原因 としては続成作

用によ るも の や 生前か ら の差等が 考え られ 、特 に背骨は続成作用を受けた結果同位体比が変化した可能

性が示 唆されるた め、分析に用 い る際は注意が必要だと考え られる。

　今後 の 課題 として 、よ り頻繁に骨が用 い られる年代測定 に おい て 、 同
一

個体 内の 異な る部位 によ っ て

14C
年代に違いが生 じるか どうか を確認す る。さ らに、部位によ っ て 同位体比に差が生 じた原因 を追究

するためには、抽出したゼ ラチ ン の ア ミノ酸組成分析 ・各 ア ミ ノ酸の 同位体比測定 を行 うべ きで ある 。

また、続成作用 を受 けて い な い現生 の 人骨で 部位によ る相違が あるか どうか も確認 しな けれ ばな らな い

と考 え られ る 。
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